
滋賀県がん診療連携協議会 第３回診療支援部会 議事概要

１．日 時 平成２４年２月１５日（水）１８時０５分～１９時１５分

２．場 所 滋賀医科大学医学部附属病院 ３階 第一会議室

３．出席者 別紙のとおり

４．議 題

（１）平成２３年度の取組結果について

①医師派遣実績調査について

平成２３年４月～６月間の調査した医師派遣実績調査結果(添付１)につい

て説明があり、一部修正のうえ、次回企画運営委員会に報告することになった。

②各団体の取組について(添付２)

・滋賀県医師会

がんパスを用いて病診間で切れ目なく治療が継続できるよう努めた。

・滋賀県病院薬剤師会

平成２３年１０月にがん専門薬剤師育成ワークショップを開催し、各病院間

の連携強化に努めた。

・滋賀県看護協会

がん看護に関する相談や情報交換を行うため、各拠点病院における看護の役

割と機能に関する現状及びニーズの調査を実施している。

・滋賀県放射線技師会

平成２３年６月に肺がん、平成２４年１月には消化器がんをテーマに学術研

修会を行った。

放射線治療に関しては、放射線治療連絡協議会を設置し、医師及び放射線技

師で情報交換を行っている。

・滋賀県薬剤師会、

平成２３年８月にがん治療支援研修会を開催した。

地域薬局の訪問薬剤管理指導業務応需体制等に関する調査を行い、滋賀県薬

剤師会ホームページに掲載した。

薬剤師会会営薬局に無菌室を設置し、注射剤の無菌調整の実地研修を実施

した。

在宅ホスピス薬剤師３８名育成し、さらに今年度中に３０名育成している。

以上のとおり報告があった。



（２）平成２４年度の取組予定について

①先進的（高度）な医療について

平成２４年度も引き続き、掲載方法などを協議し、ホームページ等に掲載でき

るように進めていく。

②各団体の取組予定について

・滋賀県医師会

がんパスでの病診間の治療連携について、さらに周知を図る。

・滋賀県病院薬剤師会

がん専門薬剤師ワークショップを開催する。

滋賀県薬剤師会との合同勉強会を開催する。

・滋賀県看護協会

平成２３年度の結果をもとに、具体的な取組を進めていく。

・滋賀県放射線技師会

頭頚部、骨盤部、女性のがんをテーマに研修会・公開講座の開催を計画。

放射線治療研修システム・カリキュラム作成及び研修希望者の受入準備を

進めていく。

・滋賀県薬剤師会

在宅ホスピス薬剤師のフォローアップ、がん治療支援研修会の継続、無菌室

での実地研修、ホームページの更新等平成２３年度の事業項目を継続してい

く。

以上のような提案が出され、これらの案件を次年度の取組予定とすることになった。

（３）先進的（高度）な医療について

各がん診療拠点病院でのがん治療に関わる先進的（高度）医療について、本協

議会のホームページに掲載するにあたり、再度概要等の内容を確認し事務局に回答

していただくこととなった。

又、相談支援部会に本資料を提示し、検討していただくこととなった。

なお、各がん診療拠点病院の相談支援センターに本資料を提供し、担当者が内

容を理解できるよう講習会等を検討することも必要であるとの意見が出された。

（４）その他

がんペプチドワクチン療法の開発と臨床試験の取組について、滋賀医科大学医

学部総合がん治療学講座の醍醐教授から説明があった。



別紙

平成24年2月15日

区分 施設・団体名 所属・職名 氏名 出欠 備考

部 会 長滋賀医科大学医学部附属病院
消化器内科診療科長
（内科学講座 教授）

藤山 佳秀

副部会長大津赤十字病院
副院長
（第一外科部長）

土井 隆一郎 欠

副部会長滋賀県立成人病センター 消化器内科主任部長 水田 和彦

部 会 員公立甲賀病院 顧問
井田 健
（小嶋一夫） （代理出席）

〃 彦根市立病院 内科部長 來住 優輝

〃 市立長浜病院
副院長
(泌尿器科部長）

村中 幸二
（伏木雅人）

（代理出席）

〃 社団法人滋賀県医師会 草津栗東医師会副会長 中野 悦次 欠

〃 社団法人滋賀県薬剤師会 理 事 小島 繁郎

〃 社団法人滋賀県看護協会 喜多下 真里

〃 社団法人滋賀県放射線技師会 副会長 高橋 昌章

〃 滋賀県病院薬剤師会 副会長 寺田 智祐

〃 滋賀県健康福祉部健康推進課 主席参事 大林 豊子

〃 滋賀県立成人病センター 経営企画室主任主事 谷本 圭

準部会員 滋賀医科大学医学部附属病院 腫瘍センター長 醍醐 弥太郎

陪 席 滋賀県健康福祉部健康推進課 技 監 角野 文彦

部会事務局 滋賀医科大学医学部附属病院 医療サービス課
野本 滋
奥村 龍雄
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